
第三回運営委員会　　　　　　　　議事録

【日　　時】　10月24日（火）　９：００〜１２：００

【場　　所】　狛江第五小学校　PTA室

【出席者】

会長（三野）

副会長（土居、服部、吉澤）

会計（関田、出島）

書記（上野、中尾）

学級委員（岩崎）

文化委員（岩切）

地区運営委員（山本）

【議事】

1.次期会長選出について
決め方…会長も役員も、Googleフォームでミマモルメ配信。メールアドレスを入
れてもらって、自分の内容をあとからフィードバックできるようにする。
立候補  or  推薦する人は推薦する人の名前も明記してもらう。
承認…本日ミマモルメ4配信



2.次期PTA役員委員選出について

会計
いつも埋まらずくじ引きが多い。会費さえ集金がおわれば、あとはこまごました活動。
仲良いお母さん同士でやると仲が深まる。やり始めの重みがある。
会計の人数を増やすか？増やして負担を軽減させるの一つもの手。立ち合いの観点でも
増やすのもありか。規約改定しなくてはいけない。そもそも、いつも立候補が少ないの
で増やしても、なりて不足か。
通帳、帳簿の管理。書類が届くのを少しずつ処理しないとたまってしまう大変さ。
自分のペースでやれることや、終わったあとに子どもの授業風景をみれることは利点。
⇒人数を増やすのは今年度はなし。

文化
毎月KOKOAの集まりに参加している。印刷もKOKOAに頼まれていてやってい
る。
職員が年配が多いので若干不安。
KOKOAの方々もなくなることは承知しているが引継ぎがまだされてない。
KOKOAからの配信をKOKOAの方が配信で出来るよう、副校長と相談中。
議事録やチラシのデータ作成してくれれば、配信は執行部で可能。
現在、手書きなのでそちらをデータに移行してもらえれば。
　　　⇒文化委員はなくすことで決定。来年度、不都合があれば復活。
広報
仕事内容の記載の見直し

地区
仕事内容の記載の見直し

芝生委員
集まりが土曜しかないことの記載

学級委員・学級運営委員
サポーターズがサポートしてくれるなら、なくしても大丈夫。
サポーターズがみんなフラットな位置づけで、指示する人がいないとなってしまうな
ら、あった方がいいかもしれない。給食試食会は食べたいと希望するサポーターズの中
から代表を決めて仕切る。田代先生とも相談して、なりたたせていく。
育成は、執行部やサポーターズで空いた人が行く→空く人がいなくて、ずっと行かない
ことで、文句を言われてしまうようならまた復活させればいい。
　⇒学級委員・学級運営委員はなくすことで決定。来年度、不都合があれば復活。



夏まつり事務局と夏まつり実行委員
…昔は、夏まつり事務局を決めてから、実行委員を決めていた。
二つをわけないで募集してしまう方がよいのではないか。
夏まつり委員として２５名をまとめて募集、その中からチームをわけて、事務局係とす
る。募集項目に、年間集まるのは５回程度と記載するかどうか。土曜の集まりが多いこ
とを周知する。※夏まつり前日だけ金曜の集まりあり。
　　　⇒二つをまとめて一括募集

3.学習発表会について

集合時間の確認。お手伝いする人は、「学習発表会の手伝い表」の時間に集合。

【校長先生のお話】

［学級委員がなくなることに対して］
PTAが決めたならなくすことは了解する。
ただ、学校で何か事が起きた時、PTA会長と話して、学級代表にも事前に情報をまわし
て、安心してもらっていた。全員にお知らせするほどでもないものを、PTA会長と学級
代表にまわしていたが？
→五小では、元々そういう繋がりがない。運営委員に言っていただければ対処します。



［学習発表会］
沢山練習している。今も体育館では３年生が練習中。みんなどんどんうまくなる。
子どもたちがどう表現したいか創造を膨らませている。教員には「助言はいいけど指示は
しないように」と子どもの表現の力を伸ばすべきとしている。

［連合音楽会について］
1か月半後に、5年生の連合音楽会（市の教育委員会の行事）をエコルマホールで行う。
定員が決まっていて、狛江の小学校が集まるので、保護者の方は観覧いただけない。
以前は、どこぞの業者が、どこに許可をとったかも不明瞭な形で撮影し、DVDとして販
売していた。コロナ禍で一旦途絶えたが、再開するとのことで、業者から市に「また撮り
たい」と連絡があった。市は断っている。
以前あったことで、DVD撮影があると思っている保護者が一定数いる。
「なくなる」と連絡するか「PTAでやる」か。校長会ではそんなことはできない。
単Pか市P連でやるか、その辺のことをP連で話し合っている最中。
五小としては、撮影NGの子もいるかもしれないので、DVD作成で話が進む前に、
（1人でもNGいるならやれないということを踏まえた上で）撮影の賛否のアンケートを
早めに取るべきではないか。

［五小フェスタ・コロナ禍前にあったものを復活できないのはなぜか］
意義はあると思う。今まで無理して、やっていたこと。
公務員であり、法の下、やってはいけないことを行事の厳選をしなくてはならない
他のことで代替していかないといけない。（ex.仲良し班）
運動会や学芸会、社会科見学、遠足も、学校側としてやらなきゃいけない行事ではない。
しかし、やっている。
少しずつ理解いただくしかない。適正化を図っている。きちんと代替案ができない学校側
も悪いと思う。
今は文部科学省から「余剰の時間は過度にとらないように」と指導が入っている。
色々なことに限界があったところに、コロナ禍で色々変化があった。
教育計画も「コロナ禍前に戻すことを考えるな」となっている。
コロナ禍前と同じように完全に戻すとは考えていない。
他のもので発揮できるように考えていきたい。

［着衣泳でのプールの授業は復活しないのか］
当然考えられる。水泳の授業は泳げるようにではなく浮けるようにとしている。着衣泳は
例示の一つとして、考える。今年度は着衣泳がなかった代わりに、水泳の記録会を行った。



［移動教室］
来年の八ヶ岳は2泊でなく1泊。宿の関係。　日光は2泊。料金も上がる予定。

副校長先生のお話
学習発表会、今回初めてリボンの交代制。暗い中、リボンが見えるかなと不安もあります
が、新しいことをやり進めていただきたい。

次回…12月か1月頃。ミマモルメの配信での回答結果により決定。

以上


